最近 日本の 科学 論 

—— 緒論の 部 I 一 般的 特色に ついて —— 
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ひとり 日本に 限る わけで はない が、 特に 現在の 日本 

に 於て は、 含蓄 ある 意味での 科学 論が、 多少と も 進歩 

に 関心 を 持つ 社会人の 潑剌 たる 興味の 対象にな つてい 

る 点 を、 私 は 注目したい。 近代 日本の 科学 論の 歴史 は 

勿論 決して 新しく はない。 特に 社会科学 乃至 歴史 科学 

に 就いての 科学 論 的 反省 は、 叙述 そのものに とっての 

日常 不可欠な 要点 をな すので、 夙く から 注目され てい 

る (愚 管抄の 昔から あるに は あるの だ)。 近代で 最も 

先駆 的な 段階 は 恐らく 田 口 鼎 軒 氏の 『日本 開化 小史』 

などに 見られる だろう。 

著しい 例と して 挙げた 田 口 氏の この 歴史 叙述が、 遙 



かに、 世界大戦 直後から 日本に 於て 文化的 時局 性 を 帯 

びて 来た 史的唯物論に 連続して いる こと は、 云う まで 

もな く、 そして 史的唯物論が 今日、 歴史 科学. 社会科 

学 • に関する 科学 論の 圧倒的な 内容で ある こと は 断る 

まで もない。 同様な こと は 自然科学に 就いても、 多少 

の 割引と 共に、 あて 嵌まる。 但し 近代的 技術 学との 連 

関に 基く 「自然科学」 なる もの は、 日本に 於て は 全く 

新しい 文化 内容であった から、 それに 関する 科学 論 は、 

他より おくれて 世界大戦 前後に 初めて 始まる ので ある 

(田 辺 博士の 小 著 『最近の 自然科学』 は その 意味で 特徴 

的な ものだろう)。 特に 自然 弁証法 を 内容と する 自然 



科学に 関する 新しい 科学 論 は、 つまり 唯物論の 立場 か 

ら統 一 点 を 与えられた 実際的な 科学 論 は (之 は 日本 だ 

けで はない どこでも だが)、 ごく 最近の 仕事 に 属する。 

—— で 今日、 日本 文化的 時局 性に 於て 潑剌 たる 現象 を 

呈 している 科学 論 一般 は、 唯物論に 対する 向背 如何に 

拘ら ず、 実は 唯物論 的な 科学 論議 をめ ぐ つ て 現われて 

いると 云っても 云い 過ぎで は あるまい、 というの が 私 

の 見解 だ。 

だが、 元来 科学 論 は 科学 そのものからの 反省 的な 産 

物で ある にも拘らず、 矢張り 一 種の 相対的 独立性 を 

持って 世界の 思想 史の上 を 歩いて 来て いる。 科学 論 は 



を さえ、 観念的に 無視したり 否定した りする 結果と 

なって はいけ ない。 この 必然的な 誤謬 を 克服して 行く 

という 課題の 実行の 内に こそ、 思想の 真実が 実現す る 

の だ。 この 点 現代の 科学 (自然科学と 社会科学) の専 

門 家 乃至 科学 アカデミシャン 達の 一 考を 要する 処 であ 

り、 同時に 彼等の 社会的な 位置と 役割と に関する 問題 

だ。 —— 単に ブル ジョァ 科学者の こと だけで はない、 

唯物論 的 傾向に ある 科学者 達に 於ても だ。 唯物論の 

「具体化」 の 名の 下に、 擬似 ブル ジ ョァ. ァカデ ミシャ 

二 ズムに 陥り 込んで はならない ので ある。 

所謂 科学 論 (之 は 勿論 ブル ジ ョ ァ 哲学と 密接な 関係 



があって 発達して 来た) という もの も、 科学に 就いて 

の 思想 的な 所産な ので、 そこに 一応 相対的に 独自な 史 

的 発達 を 有つ 或る 理由が あつたの である。 云う まで も 

なく 夫々 の 時代の 科学と 科学 論と は 密接な 連関 を 持 つ 

ている。 だが この 連関が 機械的に 割り切れる ような も 

のでない のが 事実で あつたし、 今日で も 亦そう だ。 そ 

れ故 今日までの 科学 論が、 主として 専門の 科学者で は 

ない 処の、 而も 夫々 の 専門 科学の 付近で 物 を 考えた 処 

の、 哲学者 達に よって 試みられた ことに は、 或る 充足 

理由が あった わけ だ。 

だが、 この 独自の 歴史 を 持った 所謂 「科学 論」 は、 



の 領域が 日本で はま だ 若かった ため も あり、 著しく 哲 

学 的 影響 を 蒙 つたこと が 事実 である。 この 点 自信 に 充 

ちた 自然科学 者 や 惰性の 大きな 歴史家と は 少し 別で あ 

る。 併し それ にも拘らず、 こうした 科学 論. 科学 方法 

論 • は、 単に それが 観念論 哲学の 一 分 枝に 過ぎな かつ 

たからば かりで はなく、 輸入され た 果実と して、 花や 

幹 や 根 をな す 科学 そのものからの 相対的 独立性 を、 全 

く 孤立 絶縁した 形と して 受け取つ たので ある。 現に 当 

時、 歴史哲学 や 歴史学 方法論 は 日本の 史学に と つて 殆 

んど 全く 不毛であった (例えば 平 泉 澄 氏 は 『わが 歴史 

観』 で 歴史哲学 や 歴史学 方法論の ような もの を 試みて 



いるが、 当時の 氏の 他の 独創的な 論策に 較べて 著しく 

地に つかない 青臭い ものであった。 平 泉 氏の 思想 的な 

本領 は 遂に ここにはなかった ので、 元来 今日 氏が 立脚 

している 国民 道徳み たいな ものに あつたと 見える)。 

自然科学 論 もまた その 頃 は、 石 原 純 • 田 辺 元 • 等の 諸 

氏の 業績 にも拘らず、 何等 専門家に 真の 関心 を 強いる 

ものではなかった。 ョ ー 口 ツバで は 必ずしも そうでな 

か つたに 拘ら ずで ある。 

かくて この 期の 所謂 『科学 論』 は 単に 科学 そのもの 

に対して 押しが 利かなかった ばかりで はなく、 そのお 

のず からの 結果で も あり 一 部分 その 原因で も あるの だ 



論」 (大戦 直後の 科学 論 時代の それ) も、 要するに 之と 

質的 スケ— ルを 同じく する ものであって、 それが 少し 

量的 スケ— ルを 大きく した ものに 過ぎなかった ので あ 

る。 

科学 論が、 特に 社会科学、 歴史 科学、 と 現実的な 連 

関 を 与えられ、 そういう 意味で 学術 的に 地に つくと 共 

に、 又 時局 的な 圧力 を 持った 思想と して 社会的 実在 性 

を 受け取つ たの は、 日本に 於て は、 云う まで もな く 世 

界大 戦後からの マルクス主義の 発達に 由来す る。 ョ— 

口 ツバ では、 ブル ジ ョ ァ 哲学に 基く 観念論 的な 科学 論 

と雖 も、 なる 程 一面に 於て その 不毛 振りの 悪評 は 高 



かった に拘ら ず、 なお 且つ 科学 研究 上の 或る 実用 性 を 

持って いた。 つまり 科学 特に 社会科学 乃至 歴史学 を 観 

念 論 化する に は 有名な 武器であった 事 を 見落して はな 

らぬ。 処が 日本で はそう でなかった。 それが マルクス 

主義に 依る ことによって 初めて、 学術 的に 地に ついた 

わけ だが、 それが 又 同時に、 社会的に も 足 を 地に つけ 

る ことにな つたので ある。 之までの 日本で は 未だ かつ 

て 、 ザ J れ程 社会的 現実性と 思想 的 圧力に 富んだ 科学 論 

はなかった。 尤も この場合、 表面上、 科学 論と いう 言 

葉で はなしに、 史的唯物論の 名の 下に、 又は 一 般に論 

理学の 名 を 以て、 呼ばれて いる わけ だが。 



それだけ、 社会科学 • 歴史 科学 • に 就いての 近代 日 

本の 科学 論 は、 専ら マルクス主義 をめ ぐって 行なわれ 

ている わけで ある。 と 云う の は、 今日の 日本に 於け る 

社会科学 的 . 歴史 科学的 • 科学 論 は、 マルクス主義に 

対する、 或いは もっと 原理 的に また 一般的に 云い 現わ 

せば、 唯物論に 対する、 向背 を 極度に 意識し ないで は、 

あり 能わぬ のが 当然な ので ある。 このさい 科学 論 は、 

この種の 科学の 思想 的な 鍵と 見做される。 それで ある 

が 故に、 国史 主義 的な 非科学的 科学 論 も 亦、 之に 対す 

る 反動的な 分極と して、 初めて 存在 出来る わけで、 も 

し 一 方に この 領域に 於け る 唯物論 的 科学が 厳存して い 



ない とすれば、 ああした 擬似 科学 論な ど 凡そ 意味の な 

いもので あり、 誰も 真面目に 対 手に しなかった だろう 

もの だ。 

初めから 思想 的な 内容 を以 て 今日に 及んで いる 社会 

科学と それに 直接す る 限りの 歴史 科学と が、 その 科学 

論 を 通じて、 学術 的 性格 そのものと 思想との 連関 を存 

する こと は、 あたり 前で ある。 だが 自然科学に なると 

事情 は 少し 別な 害で、 マルクス主義の 全盛期に 於ても、 

自然科学 に 関する 科学 論 の 意義 は、 専門家 の 間に 充分 

の 関心 を 呼び起こさなかった。 ブル ジョァ 哲学 系統の 

哲学者 • 自然科学 者 . による 科学 論 も、 決して 充分に 



立って 殖えて 来た 事 も 注目に 値い する。 この 科学的 

ジャ— ナ リズム は、 普通 考えられて いるよう な 科学 

ニュ— スの 提供と い う 意味で の 科学 ジ ャ —ナ リズ ム で 

はない。 科学 随筆 (？) の 如き ものに 堕する 傾き もな 

く はない が、 それ とても 単なる 全盛の 一 余波に つきる 

わけで はない。 現象の 要点 は、 自然科学 に関する 科学 

論 的 省察が、 色々 の 形で 盛んになって 来たと いう こと 

に 他なら ぬ。 自然科学が、 思想 一 般の 問題に 対して、 

重大な 役割 を 再び (云わば ルネサンス 以来) 持って来 

たことの、 国際的 現象の、 日本的 一環な の だ。 

この 現象 を 私 は、 自然科学の 思想 化 的 傾向と 呼びた 



て 取り上げた ことなの だ (『科学』 一 九 三 七、 四月 号)。 

科学 教育の 問題 (『科学 ぺ ン』 同 四月 号) も、 科学的 精 

神 • 科学的 政策 • の 問題 も、 勿論 自然科学から 踏み出 

した 思想 問題 だ。 

科学 階級 性の 問題に つらなる 科学 大衆化の 問題、 科 

学 的 啓蒙 の 問題、 それから ァカ デミ— とジャ —ナ リズ 

ム との 問題 は、 世界観 や、 まして 科学 政策. 科学 精神- 

科 学 教育. の 問題と、 どこが 違う のか。 而もこう した 

ものが 今日の 科学 論の 世界 を 支配して いる 時局 的 課題 

なので ある (この 際 特に、 科学 を 自然科学に 限って は 

ならな いこと を 注意せ よ)。 これが 今日の 自然科学の 



思想 化 的 現象で ある。 そして 之が、 自然科学 関係の 科 

学 論の 内容 をな すべき ものな の だ。 処 でこう した 科学 

論が、 今日 世間 一般の 大衆の 思想 上の 課題と して 圧力 

を 有って 来たと 共に、 自然科学 専門家 を も 揺り動かし 

始めて いる こと を 知らねば ならぬ、 と 云う ので ある。 

自然科学 に関する こうした 新しい 姿の 科学 論が 、 唯 

物 論 乃至 マルクス主義 をめ ぐって 問題 を 展開す る 他な 

いこと は、 今日の 必然的 条件で ある。 今日 科学 論が、 

自然科学 の 思想 化 的 傾向と の 連関の 下に、 思想 的な 時 

局 性 を 以て 登場. 台頭して 来た 以上、 この 条件 は 必然 

であら ざ る を 得な いので ある。 この 点 社会科学 其 の 他 



の、 初めから 学問 形態が やや 社会的な 塵に まみれ 勝ち 

な 場合と 較べても、 少しも 変り はない ので ある。 最近 

はゲシ タル ト 理論 を 介して、 心理学 をめ ぐる 科学 論の 

発達 は、 重大な 意義と 豊富な 未来 を 有 つもの だと 思う 

が、 ここで も 亦、 心理学の 思想 的 通路への 抜け出し を 

見と どける ことが 出来る だろう。 

社会科学 . 歴史 科学 • は 云う まで もな く、 自然科学 

のこう した 思想 化 的 傾向なる もの は、 原理 的に 云えば 

少しも 異 とする に 足りない 当然な ことで ある、 それ は 

勿論 だ。 併し 吾々 の 云いたい 処は、 特に アカデミック 

な 社会 環境 を 持つ 処の 自然科学、 而も ブル ジョァ • ァ 



性 理論と 新 量子論と は その 典型で あり、 心理学 乃至 生 

理学に 於け るゲシ タル ト 理論 や 生物 論に 於け る 全 態 説 

論議な どが 之に 次ぐ ものだろう。 之が 普通の 意味での 

認識論の 課題 を 提出す る ことによって、 前進 的な 第一 

線の 自然科学 者 達 を 国際的に 一斉に、 科学 論の 検討へ 

向わせた ので ある。 事実 科学 論 的な 検討 を 加えな けれ 

ば、 変革 的な 理論が 伴いが ちな 混乱 を 整理す る y J とが 

出来ない からだ。 日本の 自然科学 者 も 亦、 この 国際的 

な 動向に よ つ て 動かされ たので ある。 

相対性理論 や 量子力学の ような 理論物理学 上の 仕事 

は、 純粋 科学的な 内容の もので、 産業 や 生産技術と あ 



単に 内部的な もの は 決して それだけで 真実な もので 

はない (へ— ゲル は 大胆に そう 云って いる)、 外部 的な 

もの も 亦 内部的な ものに 劣らず、 真実な もの だ。 外部 

的な 原因と して 誰し もす ぐ 様 気づく 処は、 自然科学の 

研究と 研究者との 持つ 社会的 世間 的 条件の 変化で ある。 

第 一 に、 最近の 日本の ように 軍需 技術が 特に 跛行 的に 

発達す る こと を 必要と している 条件の 下で は、 一般の 

産業 技術と 之の 基礎と して 随伴す る 自然科学 とに 対す 

る 社会人の 関心 (「理化学」 の 研究が 大切 だと 云われる) 

は、 自然科学の 原理 的 研究の ために 取って ある 空間に 

は、 盛り 切れない もの を 生じる ので ある。 十 年来、 云 



わば 産業 技術の 好景気 (？) のために、 自然科学 者 乃 

至 技術 家 を 志望す る 若い ジ エネ レ— シ ヨンの インテリ 

ゲン チヤ は、 次第に 増加しつつ ある。 之 は 高等学校の 

文科 志望者と 理科 志望者との 数 を 逐年 的に 比較しても 

判る こと だ。 処が 実際 は、 技術 界に 於ても、 この 新進 

の 技術 ィ ン テリ ゲ ン チヤ 乃至 若い 自然科学 者 達 の 大部 

分 を 受け 容れ 得る だけの 余地 はない ので ある。 少なく 

と も 狭義 国防 予算が 実施 さ れる 以前の 状態 は そ うだ つ 

た。 そこで 自然科学 研究室 を 中心とする 若い 技術 家 - 

自然科学 者の、 一 種の 失業 層が 発生した。 之が 極端な 

場合に は、 実際の 失業者と なる ので も あるが、 多く は 



公認 職業 身分 を 獲得す るた めの 準備 層 又は 停滞 層と し 

て、 自然科学に 於け る 擬似 アカデミシャン 群 をな すの 

である。 この 擬似 アカデミシャン は、 既成 ァカ デミ— 

の ァカデ ミシャンと は異 つて、 世界大戦 後 の 社会 思想 

の 訓練 を 多少と も 常識と して 経て 来て いるば かりで は 

なく、 社会的 矛盾 を 自身の 生活の 将来に ついて 直接 知 

る ことが 出来る の だから、 従って おのずから、 元来 ブ 

ルジ ョァ. ァカ デミ— の 専有 物であった 自然科学 を も 

社会の 思想 的 水準にまで 持ち出す という 役目 を果 すよ 

うになる わけ だ。 

自然科学の 将来 ある 充用の 主人 は、 無産者であろう 



が、 今日 の 日本な どの 無産者 は " J の 自然科学 を 充用す 

る 当人で はなく、 従って 彼等 は 又 自然科学の 思想 的な 

享受者で さえ もな いの だ。 自然科学 に関する 社会的 企 

画 は 彼等の 知る 処 でない ばかりでなく、 自然科学 二 

般に 科学 だが) は 彼等に とって、 単に 「ムッ かしい も 

の」 にし か 過ぎない のが、 遺憾ながら 今日の 現状で あ 

る。 だから 自然科学 の 今 云った 擬似 アカデミシャン は、 

その やや 的確な 諸 制限 にも拘らず、 極めて 有用な 社会 

的 任務 を 課せられ ている。 自然科学の 思想 化 傾向 や 科 

学 論 的 検討への 参加 は、 知る と 知らぬ とに 拘 りなく、 

その 任務が 課せられた 結果で ある。 



だが もう 一 つの 刺戟的な 原因 は、 人 も 知る ように、 

今日の 日本 型 ファシズムの 進行に 伴う ファッショ 的 文 

化 情勢で あつたので ある。 「知育 偏重」 排撃 を 中心と 

する 国体 明徴 主義 其の 他の 科学 教育 • 科学 政策 • が 強 

化される に 及んで、 自然科学 者ら しい 自然科学 者の 大 

半 は (少数の 非科学的な 科学者の 例外 はやむ を 得ない 

として)、 云わば 本能 的に、 科学的 精神と いうよう な も 

のの 提唱に 向わざる を 得 なくなった。 尤も その 科学的 

精神と 呼ばれるべき ものが 何で あるかに 就いては、 ま 

だ 一致した 見解がない ばかりでなく、 充分な 分析と 検 

討と を も 欠いて いる。 そして そこに 多くの 伏在した 弱 



点 も あるの だが、 とにかく その 意図に 於て、 又 客観的 

に は 大勢と して、 反 ファッショ 化 的な 意識が、 多くの 

自然科学 者の 心臓の 内から 絞り出されざる を 得な く 

なって 来たの だ (社会科学 者の 内での 科学的に 進歩的 

な 分子 も 勿論そう だ)。 しかし 注目すべき は、 専門 外 

の 一般 識者の 中から さえ、 そして 従来 何等の 思想 的 傾 

向 も 情熱 も 示さなかった ような 種類の 人士の 間から さ 

え、 或る 程度の 科学 論 的な 見地が 展開され ると いう 現 

象が ある こと だ (渡 辺 千 冬 氏の 如き)。 思想 的中 間 性 

に 止まる こと を 目標と していた 自由主義者が、 所謂 「自 

由 主義」 の 名の 下に、 思想 的な 傾向 を 持たざる を 得な 



どういう 民衆的 意図が 蔵され ている か は、 一般的に 検 

討され ねばならぬ こと だが、 少なくとも 科学 論に 於け 

る この 自由主義 的 特色 は、 一部分 は 唯物論への 意向 を 

含んだ もので あり、 一部分 は 唯物論に 対する 主観的な 

反対 を 意図した もので あり、 他の 一 部分 は、 率直に 唯 

物 論に 立脚す る ものであって、 之 等の ものに 対立す る 

対 極と しての 文化 ファッショ 的 科学 論議 (国体 明徴 的 

歴史 科学 論 や 民族主義 的 社会科学 論から、 主観論 的自 

然 科学 論 II 之 は 橋 田邦彦 博士から 田 辺 元 博士の 所説 

の 一 部まで も 含む —— に 至る まで) と、 一 部分 交錯し 

他の 部分に 於て 分極して いる ことに ある、 と 云う こと 



科学 教育 • 科学 精神 • と 云った ような 他の 一連の 新し 

い 現実 問題 を も 同時に 課せられ ている。 而も この 二 群 

の 問題の 間に、 科学 論と しての 統一が 与えられ ている 

かとい うと、 多くの場合そう ではない。 二 群の もの は 

一見 別な 問題の ように さえ 見做されて いるの だ。 二つ 

を 関係 づける にしても、 ごく 部分的な ひっかか リ から、 

わずかに 関係 を つ ける ， J とに 終始し て い る 場合が 大方 

である。 

実際 ここに は 欠落した 問題の 環が あるので ある。 と 

云う の は、 終局の 統 一 的な 視点 は 別と しても、 前に 云つ 

たように、 さし 当り 例えば、 ァカ デミ— の 機能と ジャ— 



ナ リズ ム との 連関 さ えが 科学 論 的な 意味に 於て はま だ 

解答され ていな い の だ。 それから 科学的 啓蒙 や 科学 大 

衆 性の 問題、 つまり 科学の 階級 性に 発する 諸問題 は、 

何 か 忘れられて いるよう なの だ。 だが この 環 を 抜きに 

して、 恐らく 科学 論の 充分な 押し出し は 不可能で ある。 

つまり 科学の 階級 性と いうよう な 問題 を、 もう 一 遍真 

面目に 取り出して 見る のでなければ、 科学 政策 や 科学 

教育の 批判 も 要点に 沿うて は 不可能 だし、 科学的 精神 

の 生きた 分析 も 出来ない ので ある。 

( 一 九 三 七 • 五) 
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